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～
研
修
参
加
者
の
声
よ
り
～

　

今
年
度
、
当
協
会
で
は
全
６
回
か
ら
な
る
「
権

利
擁
護
に
関
す
る
実
践
力
向
上
研
修
」
を
開
催
し
、

59
名
の
支
援
員
が
参
加
し
、
共
に
学
び
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、「
①
権
利
擁
護
に
つ
い
て
の
歴
史

や
法
的
視
点
を
学
ぶ
」「
②
障
が
い
特
性
を
踏
ま

え
た
支
援
の
在
り
方
を
学
ぶ
」「
③
個
人
と
し
て
、

チ
ー
ム
と
し
て
支
援
す
る
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
」

「
④
感
情
処
理
、
チ
ー
ム
作
り
、
苦
情
解
決
、
支

援
者
と
し
て
の
在
り
方
を
考
え
る
」
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
各
回
の
講
義
に
合
わ
せ
、
参
加
者
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
、
講
義
内
容
の

理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
意
見
交
換
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら
一
部

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
：
権
利
擁
護（
職
員
倫
理
綱
領
）に
つ
い
て

（
講
師
：
権
利
擁
護
・
研
修
部
会
、
不
二
法
律
事

務
所 

市
丸
健
太
郎
弁
護
士
）

◦�

虐
待
の
芽
は
多
く
存
在
し
て
い
る
と
思
う
。

◦�「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
許

さ
れ
る
の
か
。

◦�

倫
理
綱
領
を
毎
朝
読
み
合
わ
せ
し
、
意
識
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

◦�

日
常
の
支
援
を
一
度
根
本
か
ら
見
直
し
て
み
た

い
。

◦�「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
」
が
通
用
し
な
い
こ
と
を
学

ん
だ
。

第
２
回
：
発
達
障
が
い
の
人
と
関
わ
る
工
夫

（
講
師
：
福
岡
教
育
大
学 

倉
光
晃
子
准
教
授
）

◦�

障
が
い
特
性
を
理
解
し
、
本
人
を
取
り
巻
く「
環

境
」を
見
直
し
た
い
。

◦�「
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
」を
学
べ
て
良
か
っ
た
。

◦�
支
援
（
想
い
や
技
術
）
の
統
一
が
大
切
と
感
じ

た
。

◦�
支
援
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
後
の
チ
ェ
ッ
ク
、
ア

ク
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

◦�

Ｄ
Ｓ
Ｍ

－

５�
や
ウ
ィ
ン
グ
の
４
タ
イ
プ
論
を
深

く
知
り
た
い
。

◦�「
自
立
」の
意
味
を
捉
え
違
え
て
い
た
。

第
３
回
：
障
が
い
（
児
）
特
性
の
理
解
に
つ
い
て
・

支
援
の
実
際
に
つ
い
て

（
講
師
：
小
池
学
園
、
北
方
ひ
ま
わ
り
学
園
、
お

お
ほ
り
苑
）

◦�

幼
少
期
は
と
て
も
大
切
な
時
期
と
感
じ
た
。

◦�

Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
前
に
、
あ
る
程
度
の
学
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

◦�

ポ
ー
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ラ
イ
フ
ス
キ
ル

チ
ェ
ッ
ク
、
ト
ー
ク
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
た
支
援
を
考
え
た
い
。

◦�

施
設
と
し
て
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に

疑
問
を
持
て
る
「
環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
た

い
。

◦�（
先
輩
職
員
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
も
）
自
分

な
り
の
支
援
、
関
係
づ
く
り
が
出
来
る
ま
で
は

失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
て
安
心
し
た
。

◦�「
ケ
ー
ス
会
議
」の
在
り
方
を
再
考
し
た
い
。

第
４
回
：
支
援
を
通
じ
た
チ
ー
ム
作
り
に
つ
い
て
・

地
域
移
行
支
援
に
つ
い
て

（
講
師
：
障
が
い
者
地
域
生
活
・
行
動
支
援
セ
ン

タ
ー
か
～
む
、
出
会
い
の
場
ポ
レ
ポ
レ
）

◦�

行
動
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
行
動
問
題
の
軽

減
で
は
な
く
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
が
最
終
目
標
。

◦�

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
や
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
と
事
例
検
討
の
違
い
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

◦�

場
当
た
り
的
な
支
援
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
。

◦�

チ
ー
ム
支
援
を
す
る
う
え
で
、
人
と
の
関
わ
り
、

繋
が
り
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

◦�

こ
れ
ま
で
の
支
援
が
、
利
用
者
に
制
限
を
加
え

て
い
た
こ
と
に
気
付
け
た
。

◦�

安
心
安
全
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
外
に
出
て
人
と

関
わ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

◦�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
生
活
の
場
の
通
過
点
と
し

て
提
供
さ
れ
て
い
る
部
分
が
新
鮮
だ
っ
た
。

◦�

地
域
と
交
流
す
る
手
段
を
色
々
と
考
え
て
い
き

た
い
。

◦�「
地
域
で
暮
ら
す
」こ
と
が「
障
が
い
者
」と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
無
く
す
こ
と
に
繋
が
る
と
感
じ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
会
員
施
設
の
力
も
お
借
り
す
る

こ
と
で
、
様
々
な
学
び
と
気
付
き
が
あ
る
研
修
会

が
展
開
で
き
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
悩
み
や
課
題

を
話
し
合
い
、
ご
自
身
の
事
業
所
で
取
り
組
め
る

こ
と
を
実
践
さ
れ
て
い
る
様
子
で
す
。
障
が
い
の

あ
る
当
事
者
が
、「
当
た
り
前
の
生
活
を
送
る
」
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
、
引
き
続
き
学
び
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
第
５
回
は
１
月
22
日
、
第
６
回
は
２
月
19
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�
（
権
利
擁
護
・
研
修
部
会
）

事業所取り組み紹介で取り上げた４施設・事業所の写真を掲載しています。
詳細は４～５ページを参照ください。
（写真左上から時計回りに
　りんどう学園、光の子学園、joy ひこばえ、まどか園）
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このコーナーでは、施設職員として知っておくべきことを、
権利擁護・研修部会から発信していきます。
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私
た
ち
は
日
々
様
々
な
ス
ト
レ
ス

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
冬

は
寒
さ
に
キ
ュ
ッ
と
身
を
縮
め
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と

体
に
も
力
が
入
り
、
気
候
の
よ
い
季

節
に
比
べ
肩
こ
り
や
腰
痛
等
が
酷
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
身
体
が
痛

む
と
辛
く
ス
ト
レ
ス
で
す
ね
。
も
ち

ろ
ん「
寒
い
」こ
と
自
体
が
私
た
ち
人

間
に
は
ス
ト
レ
ス
で
す
。
寒
い
こ
と

は
体
も
心
も
喜
び
ま
せ
ん
。「
寒
い
」

に
対
し
て
わ
く
気
持
ち
は
嫌
や
キ
ラ

イ
と
い
う
感
情
が
あ
て
は
ま
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
人
間
の
気
持
ち
（
感
情
）

は
、
刺
激（
寒
い
）を
感
じ
る
と
勝
手

に
わ
く
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
食

事
を
し
て
時
間
が
経
つ
と
お
腹
が
空

い
て
く
る
よ
う
に
自
然
と
わ
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
自

然
と
わ
い
て
く
る
も
の
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
「
冬
は
寒
い
ん
だ
か
ら
嫌

が
っ
た
っ
て
仕
方
な
い
」、「
昔
に
比

べ
れ
ば
今
は
恵
ま
れ
て
い
る
」
等
と

理
屈
を
つ
け
て
、「
嫌
」「
キ
ラ
イ
」と

い
う
感
情
を
無
視
し
た
り
、
自
分
が

思
う
こ
と
を
間
違
っ
て
い
る
と
否
定

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
感
情
は
日
常
の
様
々
な

こ
と
に
対
し
て
わ
い
て
く
る
の
で

す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
に
く

る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん（
相
談
者
）の

中
に
は
、
時
々
私
に
文
句
を
言
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
心
の

問
題
を
抱
え
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

来
ら
れ
て
い
る
の
で
頭
で
は
仕
方

が
な
い
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
刺
激
（
文
句
を
言
わ
れ
る
。
結

構
強
い
口
調
で
）
に
対
し
て
「
怖
い
」

「
シ
ョ
ッ
ク
」
等
の
気
持
ち
が
わ
い
て

く
る
の
で
す
。
そ
の
時
は
「
怖
い
、

怖
い
」
と
心
の
中
で
気
持
ち
を
理
解

し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
終
わ
っ
た

後
、「
怖
か
っ
た
ー
」「
シ
ョ
ッ
ク
だ

な
ー
」
と
し
み
じ
み
気
持
ち
や
思
い

を
認
め
て
深
呼
吸
を
し
て
気
持
ち
を

体
の
外
へ
吐
き
出
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
い
て
く
る
自
分

の
気
持
ち
を
認
め
理
解
し
、
深
い
呼

吸
と
共
に「
気
持
ち
」を
体
や
頭
の
中

か
ら
出
し
て
い
く
手
法
を
感
情
処
理

と
い
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
多
く
は
、

自
然
に
わ
き
あ
が
っ
て
く
る
感
情

を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
の

で
、
普
段
か
ら
感
情
処
理
を
し
て
い

る
と
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
が
で
き
、
普
段

が
今
よ
り
気
楽
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
う
つ
病
等
の
メ

ン
タ
ル
不
調
、
神
経
性
胃
炎
等
の
心

身
症
の
予
防
に
も
役
立
ち
、
私
た
ち

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
研
究
所
グ
ル
ー

プ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
こ
の
方
法
を

使
っ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
日
常
で
わ
い
て
く

る
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
や
思
い
も

大
切
に
と
ら
え
、「
あ
ー
私
は
こ
ん
な

気
持
ち
な
ん
だ
な
」と「
ふ
ー
っ
」と
息

を
吐
い
て
、
体
の
力
を
抜
い
て
気
持

ち
を
出
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
㈱
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
研
究
所

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
小
松
千
恵
）

ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
役
立
つ「
感
情
処
理
法
」

怖い

怒り

悲しみ

とびうめ
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　りんどう学園は、知的障がい児通園施設（30名）として昭和41年5月
に設立され、現在は児童発達支援センターとして、児童発達支援、放
課後等デイサービス、指定障がい児相談支援、保育所等訪問支援等の
諸事業を行っています。
　地域・ボランティアの方々にご協力いただき、恒例行事の夕涼み会、
餅つき、どんど焼き等を、毎年盛大に実施しています。また、保育の
場でも、子どもと大人が肯定的なコミュニケーション（ほめる）で信頼
関係をつくるペアレント・トレーニング（保護者向け）、ティーチャー
ズトレーニング（支援者向け）を実践しています。
　これからも、子どもたちのできることに注目し、ほめて支援してい
きたいと思います。

　障がいを持たれた就学前の子ども達の専門的療育を行う場所が当時
無かった為、飯塚市に相談して市内の老人ホームの跡地に昭和52年
４月に「児童通園施設まどか園」を設立、昭和53年11月法人の敷地内
に新設・移転し現在に至っています。設立当時より現在まで一貫し
て、子ども達が自分で出来る事を少しでも増やせるように基本的生活
習慣の確立や社会に適応する能力等を高める為、「将来の自立」に向け
て様々な取組を行っています。
　園の周りには広大な自然がたくさんあり、四季折々を肌で感じとる
事が出来ます。保育室や廊下等に可愛らしいディズニーの壁紙が貼ら
れた園内に、大好きな手遊びやペープサートを歌う子ども達の可愛ら
しい声が響き渡り、明るく楽しい雰囲気の中で多くの豊かな体験や
色々な知識を身に付けて頂いています。一人ひとりが力を発揮出来る
ようなカリキュラムや公文学習・公文カード等も取り入れ、子ども達
が楽しめる日課を提供する事で、毎日元気に喜んで登園されています。
地域の保育園との交流保育も28年間、現在も続いています。
　行事等も多く取り入れ保護者様が園に来て頂く機会をつくり、子ども達の成長を実感して頂き、御家
族と共に子どもの育つ姿を喜びあう心の繋がりを大切にしたセンターでありたいと日々支援に努めてい
ます。
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社会福祉法人 日本厚生学園
児童発達支援センター　りんどう学園

〒837-0922　大牟田市今山755番地
TEL 0944-53-8204　FAX 0944-41-1110
HP http://www.rindou-kids.com/

社会福祉法人 穂波学園

児童発達支援センター　まどか園

〒820-0051　飯塚市庄司1143-5
TEL 0948-22-3022　FAX 0948-24-0142
HP http://honamigakuen.com/madoka01.html



nakama

　社会福祉法人光の子会光の子学園は、昭和48年に定員30名の幼児
の通所支援施設として設立されました。現在は主に北九州市東部に在
住のお子さん36名が利用しています。幼児の生活の中心は遊びであり、
遊びの中でいろいろなスキルを獲得していきます。学園では子どもたち
が楽しめる雰囲気や遊びを大切にしながら、発達支援を行っています。
　その他、保育所等訪問支援、障害児相談支援、保護者支援の一つと
して日中一時支援事業、卒園後のフォローとして放課後等ディサービ
ス事業を行い、様々な形で子どもたちや保護者に寄り添っています。
　また、北九州市おもちゃライブラリーの門司分館も設置し、おもちゃ
の貸し出しを行っています。

　joyひこばえ（定員30名）は平成17年に、法人理念である生命
の尊厳・社会生活の支援・子どもの発達支援・共生社会の実現
をもとに、知的障害児通園施設として、開設しました。現在は
児童発達支援センターとして、児童発達支援・家族支援・地域
支援をはじめとして、日中一時支援事業、相談支援事業、保育
所等訪問支援事業を行っています。本人支援では、日常生活や
社会生活を円滑に営める（自立・自律）ための「生きる力」を育む

ことを目的として
います。そして、
年齢混合クラスで
自己肯定感や自尊心の基礎を確立するために、笑顔と愛情あ
ふれる職員が、肯定的なことばかけを行い、一人ひとりの発
達に沿った支援をしています。

とびうめ
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社会福祉法人 光の子会
児童発達支援センター　光の子学園

〒801-0872　北九州市門司区谷町1-8-8
TEL 093-332-0515　FAX 093-332-4799
HP http://www.hikarinoko-kai.or.jp/hikarinoko-gakuen/

社会福祉法人 JOY明日への息吹
子ども発達支援施設　joy ひこばえ

〒812-0026　福岡市博多区上川端町6-10
TEL 092-271-1588　FAX 092-271-1587
HP http://www.joy-hikobae.jp

～あんなことこんなこと～



▶知障協では、ホームページによる情報提供を行っています。随時更新を行い、より良いサイ
トにしていきますので、何かお気づきの点などがございましたら、事務局までご連絡ください。http://www.fukuoka-chiteki.jp

【知障協ホームページ】

　

平
成
30
年
10
月
24
日（
水
）飯
塚
市
の
の
が
み
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
で
27
施
設
５
２
８
名
の
参
加
を
得

て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
８
を
盛
大
に

開
催
し
ま
し

た
。
毎
回
、
演

奏
を
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ

る
モ
リ
カ
ズ
Ｂ

Ａ
Ｎ
Ｄ
さ
ん
に

よ
る
流
行
の
曲

や
馴
染
み
の
曲

の
生
演
奏
に
、

参
加
者
は
自
然

と
体
が
動
き
出

し
軽
快
に
踊
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
仮

装
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
年
々

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

さ
れ
る
個
性
あ
ふ
れ

た
仮
装
に
、
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
途
中
に
は
美
味

し
い
料
理
を
食
べ
な

が
ら
抽
選
会
も
行
わ

れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
他
施
設
の
方

と
一
緒
に
踊
る
こ
と

で
気
持
ち
が
通
じ
交

流
を
深
め
、
会
場
が

一
体
と
な
っ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
８
を

開
催
し
ま
し
た
！平

成
30
年
　
10
月
24
日（
水
）

6

とびうめ

とびうめ発行 福岡県知的障がい者福祉協会　会長：木髙　徳典　春日市原町3-1-7　福岡県社会福祉協議会内　TEL092-584-3377

　私ども起生会は平成15年に認可を受け設立いたしました。
　福津市に本部を置き、福津市・宗像市において8事業所
を運営しております。
　「社会的な弱者の人権を尊重すると共に生命財産を守り、
心と身体の機能を維持しながら生涯地域生活を目指す」を
法人理念に掲げ、地域に根付いた福祉を展開しております。
現在、通所・共同生活を併せて100名を超える利用者様
にご利用頂いております。これからも、常に利用者様に軸
足を置いた質の高い支援の提供を目指しています。

新・加・盟・施・設・紹・介

社会福祉法人 起生会 サンドリームつやざき

（平成30年７月～平成31年３月に加盟した施設）

▲サンドリームつやざき（福津市）

Report

研
修
報
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